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の
選
任
に
つ
い
て
報
告
し
、
こ
ち

ら
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
会
長
推
薦
常
任
理
事
、

運
営
役
員
選
任
に
伴
う
補
充
の
常

任
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
次

回
７
月
21
日
に
開
催
予
定
の
第
１

回
常
任
理
事
会
に
権
限
を
委
譲
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
ほ

か
令
和
元
年
度
事
業
報
告
案
・
同

決
算
報
告
案
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
開
催
さ
れ
る
評
議
員
会
で
一

括
提
案
、
審
議
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。

に
つ
い
て
は
、
福
島
局
長
が
各
地

区
よ
り
推
薦
さ
れ
た
常
任
理
事
候

補
者
、
特
例
常
任
理
事
と
な
る
全

退
連
会
長
、
日
私
教
研
所
長
、
中

高
連
事
務
局
長
を
報
告
し
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
吉
田
会
長
が
運
営
役
員

た
。
と
り
わ
け
現
高
校
３
年
生
は

共
通
テ
ス
ト
の
見
直
し
や
コ
ロ
ナ

禍
で
翻
弄
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
彼

女
ら
を
救
え
る
よ
う
最
大
限
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
理

事
会
は
吉
田
会
長
を
議
長
に
審
議

が
進
め
ら
れ
、
常
任
理
事
の
選
任

テ
ス
ト
の
実
施
時
期
の
延
期
、
さ

ら
に
は
私
立
学
校
へ
の
補
正
予
算

の
問
題
等
が
あ
り
、
文
部
科
学

省
に
は
適
宜
、
要
望
を
行
っ
て
き

数
ヶ
月
の
間
に
９
月
入
学
を
巡
る

議
論
を
は
じ
め
、
今
年
度
の
総
合

型
、
学
校
推
薦
型
選
抜
の
募
集
時

期
の
延
期
、
ま
た
大
学
入
学
共
通

　

本
連
合
会
は
６
月
26
日
、東
京
・

市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
１
８
４

回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
会

議
は
当
初
５
月
14
日
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
延

期
し
て
い
た
も
の
で
、
令
和
２
・

３
年
度
任
期
の
初
め
て
の
会
議
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
た
っ
た
吉
田
会

長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
席
に
感

謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
こ
の

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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主な内容
令
和
２
年
度
助
成
単
価
調
査
ま
と
ま
る�

２
面

4
月
10
日
現
在
の
生
徒
数
調
査
結
果�

３
面

令
和
２
年
度
文
科
省
補
正
予
算�

４
・
５
面

日
私
教
研
だ
よ
り�

８
面

（� ）

　

続
く
第
１
５
７
回
評
議
員
会
で

は
、
慣
例
に
よ
り
吉
田
会
長
が
議

長
に
選
任
さ
れ
、議
事
を
進
め
た
。

　

は
じ
め
に
福
島
局
長
が
、
令
和

２
・
３
年
度
役
員
人
事
に
つ
い
て
、

都
道
府
県
か
ら
報
告
さ
れ
た
加
盟

団
体
代
表
者
理
事
、
施
行
細
則
理

事
、評
議
員
の
選
出
結
果
を
報
告
。

続
い
て
全
国
９
地
区
か
ら
選
出
さ

れ
た
副
会
長
、
前
の
理
事
会
で
選

任
さ
れ
た
地
区
推
薦
常
任
理
事
及

び
運
営
役
員
を
報
告
し
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
評
議
員
会
を
一
時
中

断
し
て
別
室
で
監
事
候
補
者
選
衡

委
員
会
を
開
催
し
、
候
補
者
を
選

出
し
た
。
候
補
者
に
つ
い
て
は
、

評
議
員
会
の
再
開
後
に
諮
ら
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
最
後

に
、
吉
田
会
長
が
田
村
前
会
長
の

顧
問
の
委
嘱
を
報
告
し
た
。

　

令
和
２
・
３
年
度
の
正
副
会
長
、

監
事
は
下
表
の
通
り
。

　

ま
た
令
和
元
年
度
事
業
報
告
案

並
び
に
決
算
案
に
つ
い
て
は
、
福

島
局
長
に
よ
る
説
明
の
後
、
山
本

令
和
元
年
度
監
事
が
会
計
処
理
が

正
確
か
つ
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
福
島
局
長
が
今
年

度
中
の
各
県
の
私
学
振
興
大
会
等

実
施
計
画
の
状
況
、
４
月
10
日
現

在
の
私
立
中
高
の
生
徒
数
等
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

�

（
2
面
に
文
科
省
説
明
）

令
和
２
・
３
年
度

初
め
て
の
会
議

第
１
８
４
回
理
事
会
を
開
催

第
１
５
７
回
評
議
員
会
を
開
催

令

和

元
年
度

事
業
並
び
に
決
算
報
告
承
認

会長 全国 吉田　晋 富士見丘中学高校理事長・校長

副会長

北海道地区 森本正夫 北海学園札幌高校、北海高校理事長

東北地区 松良千廣 常盤木学園高校理事長・校長

関東地区 堀井基章 横浜創英中学高校、横浜翠陵中学高
校理事長

東京地区 近藤彰郎 八雲学園中学高校理事長・校長

中部地区 下屋浩美 高山西高校理事長・校長

近畿地区 摺河祐彦 姫路女学院高校理事長・校長

中国地区 山中幸平 如水館中学高校理事長

四国地区 中村道郎 愛光中学高校校長

九州地区 小山康直 大分中学高校理事長

監事 全国

田沼光明 横浜学園高校理事長・校長

山本与志春 学校法人青山学院院長

寺部　曉 安城学園高校、岡崎城西高校理事長

令和2・３年度 正副会長・監事

冒
頭
あ
い
さ
つ
す
る
吉
田
会
長
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筒
や
切
手
な
ど
の
購
入
費
、
さ
ら

に
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
等
の
加
入
費
や
備

品
と
な
る
電
子
黒
板
の
購
入
費
等

も
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
各
校
に

は
是
非
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
要

望
し
た
。
一
方
、
文
科
省
が
示
し

た
学
校
運
営
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
早

急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
公
金
に
よ
る
整

備
が
可
能
な
国
公
立
学
校
に
対
し

私
学
は
２
分
の
１
補
助
に
な
っ
て

い
る
。
私
学
の
み
保
護
者
負
担
で

整
備
せ
よ
と
い
う
の
は
止
め
て
欲

し
い
」
と
訴
え
た
。

い
た
。

　

県
別
で
は
、
私
立
中
学
校
の
あ

る
45
都
道
府
県
の
内
、
24
府
県
で

財
源
措
置
額
を
下
回
っ
た
。
一

方
、
前
年
度
最
終
予
算
額
比
で
は

全
国
平
均
で
４
６
８
０
円
（
１
・

４
６
％
）
の
増
額
と
な
り
、
41
都

道
府
県
で
増
額
、
３
県
で
同
額
、

１
県
で
減
額
で
あ
っ
た
。
な
お
、

最
も
助
成
単
価
が
高
い
の
は
鳥
取

県
の
46
万
２
５
８
８
円
、
最
も
低

い
神
奈
川
県
は
24
万
５
２
９
５
円

で
、
両
県
に
は
20
万
円
以
上
の
開

き
が
あ
っ
た
。

体
が
９
府
県
あ
り
、
そ
う
し
た
自

治
体
の
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
び
た
び
本

連
合
会
の
常
任
理
事
会
等
で
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
各
都
道
府
県
に
お

い
て
私
学
協
会
か
ら
私
学
主
管
部

局
に
対
し
よ
り
一
層
の
要
望
活
動

が
望
ま
れ
る
。

　

中
学
校
で
は
、
助
成
単
価
が
国

の
財
源
措
置
額
を
下
回
る
傾
向
が

よ
り
顕
著
で
、
財
源
措
置
額
（
33

万
３
３
１
０
円
）
に
対
し
助
成
単

価
の
全
国
平
均
額
は
32
万
５
２
１

２
円
で
、
２
・
４
３
％
下
回
っ
て

あ
っ
た
。

　

今
年
度
の
助
成
単
価
を
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
43
都
道
府
県
で

増
額
と
な
り
、
１
県
で
同
額
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
財
源
措
置
額
と
の
比
較
で

は
、
34
都
道
県
が
財
源
措
置
額
を

上
回
っ
て
お
り
、
４
県
が
同
額
、

９
府
県
が
下
回
っ
て
い
た
。
助
成

単
価
の
高
い
自
治
体
が
あ
る
一
方

で
、
財
源
措
置
額
を
下
回
る
自
治

　

最
も
助
成
単
価
が
高
い
の
は
昨

年
に
引
き
続
き
鳥
取
県
で
、
同
県

は
46
万
７
４
３
２
円
で
国
の
財
源

措
置
額
（
国
庫
補
助
金
＋
地
方
交

付
税
措
置
額
34
万
９
２
３
円
）
を

３
７
・
１
１
％
上
回
っ
て
い
た
。

　

第
２
位
は
東
京
都
の
40
万
３
９

３
３
円
、
第
３
位
が
静
岡
県
の
38

万
３
２
３
円
、
第
４
位
が
石
川
県

の
37
万
８
１
３
０
円
、
第
５
位
が

佐
賀
県
の
37
万
４
５
０
４
円
で

　

本
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
47
都
道

府
県
の
令
和
２
年
度
当
初
予
算
に

お
け
る
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費

助
成
の
生
徒
１
人
当
た
り
の
単
価

を
と
り
ま
と
め
た
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
高
校

（
全
日
制
・
定
時
制
）
に
関
し
て

は
、
47
都
道
府
県
の
単
価
平
均
が

35
万
４
２
２
６
円
で
、
前
年
度
最

終
予
算
比
で
４
８
４
０
円
（
１
・

３
９
％
）
増
加
し
た
。

が
実
施
す
る
家
計
急
変
世
帯
へ
の

授
業
料
減
免
支
援
へ
の
補
助
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
早
期
実

現
に
向
け
た
支
援
等
も
行
う
と
し

た
。
い
ず
れ
も
申
請
時
期
に
さ
し

か
か
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
説

明
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
補
助
対

象
に
関
す
る
質
問
や
、
補
助
の
加

算
地
域
に
対
す
る
疑
問
、
要
望
等

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
出
席
者
の
関

心
の
高
い
報
告
と
な
っ
た
。

　

報
告
の
後
、
吉
田
会
長
は
、
学

校
再
開
に
伴
う
経
費
の
支
援
に
つ

い
て
「
Ｑ
＆
Ａ
を
読
む
と
、
各
家

庭
に
教
材
等
を
送
付
し
た
際
の
封

こ
の
う
ち
学
校
再
開
に
伴
う
経
費

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
消
毒
液
購

入
な
ど
感
染
症
対
策
に
要
す
る
も

の
、
ま
た
空
き
教
室
利
用
の
た
め

の
備
品
の
購
入
費
な
ど
学
習
保
障

に
要
す
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
補
助

す
る
と
し
、
補
助
額
は
学
校
種
・

生
徒
数
・
地
域
ご
と
に
決
定
さ
れ

る
上
限
額
も
し
く
は
実
際
に
要
し

た
経
費
の
う
ち
低
い
ほ
う
を
全
額

補
助
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
修
学

旅
行
の
中
止
等
に
伴
う
キ
ャ
ン
セ

ル
料
、
学
校
の
空
調
や
ト
イ
レ
等

の
衛
生
環
境
改
善
に
要
す
る
費
用

も
補
助
す
る
と
も
に
、
都
道
府
県

習
活
動
を
年
度
内
に
終
え
る
た
め

の
留
意
事
項
な
ど
。
入
試
に
つ
い

て
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の

実
施
日
程
を
今
年
度
は
特
例
追
試

を
含
め
て
３
日
程
設
け
る
こ
と

や
、
高
校
入
試
の
実
施
日
程
を
自

治
体
と
の
協
議
の
う
え
で
決
め
て

ほ
し
い
と
の
説
明
、
要
請
が
あ
っ

た
。
こ
の
ほ
か
、
学
校
で
の
教
育

実
習
期
間
を
短
縮
可
能
に
し
た
こ

と
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
新
田
私
学
助
成
課
長

か
ら
は
、
令
和
２
年
度
の
私
立
中

高
関
係
補
正
予
算
（
第
１
・
２

次
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

進
め
て
い
る
。
何
よ
り
現
場
の
声

を
聞
き
、
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
松
坂
私
学
行
政
課
長

か
ら
は
、
文
部
科
学
省
が
本
年
３

月
以
降
に
発
出
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る

各
種
事
務
連
絡
、
通
知
等
の
説
明

が
あ
っ
た
。
文
書
は
学
校
法
人
の

運
営
、
教
職
員
の
業
務
体
制
の
確

保
、入
試
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
、

学
校
運
営
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
衛

生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
必
要
な
学

　

第
１
５
７
回
評
議
員
会
の
後
半

部
分
で
は
、
文
部
科
学
省
高
等
教

育
局
私
学
部
の
白
間
竜
一
郎
私
学

部
長
、松
坂
浩
史
私
学
行
政
課
長
、

新
田
正
樹
私
学
助
成
課
長
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
文
科
省
発
信
文
書
お
よ

び
令
和
２
年
度
補
正
予
算
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
白
間
私

学
部
長
は
、「
新
し
い
環
境
下
で

の
学
校
運
営
、
法
人
運
営
、
そ
れ

ぞ
れ
の
再
開
に
当
た
っ
て
、
文
科

省
と
し
て
も
財
政
的
な
支
援
等
を

文
科
省
の
白
間
・
私
学
部
長
ら
が

補
正
予
算
の
概
要
等
を
説
明
し
た

私
立
高

等
学
校
等

ま
と
ま
る

令
和
２
年
度
都
道
府
県
経
常
費
補
助
単
価
調
査

第
１
５
７
回
評
議
員
会
で
の
文
科
省
説
明
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少
し
た
の
が
21
府
県
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
総
生
徒
数
は
24
万
５
７

４
０
人
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
３

０
５
１
人（
１
・
３
％
）増
加
し
た
。

１
３
２
０
人
だ
っ
た
。

　

都
道
府
県
単
位
で
は
、
入
学
者

数
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
の
は

23
都
道
府
県
、
同
数
が
１
県
、
減

６
人
増
加
の
８
万
４
０
７
５
人
。

入
学
者
数
の
内
訳
は
、
中
学
校
が

８
万
２
７
５
５
人
、
中
等
教
育
学

校
前
期
課
程
、
義
務
教
育
学
校
が

が
再
開
、
４
校
が
廃
校
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
１
校
多
い
８
０
０
校

と
な
っ
た
。

　

入
学
者
数
は
前
年
度
よ
り
８
１

全
日
制
が
34
万
３
９
８
２
人
、
定

時
制
が
８
１
６
人
、
中
等
教
育
学

校
後
期
課
程
が
１
０
５
６
人
。
都

道
府
県
単
位
で
は
、
入
学
者
数
が

前
年
度
よ
り
増
加
し
た
の
は
27
道

府
県
だ
っ
た
。

　

総
生
徒
数
は
１
０
１
万
４
４
３

９
人
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
万

４
６
３
人
（
１
・
０
％
）
の
減
少
。

前
年
度
と
比
べ
て
38
都
府
県
で
減

少
し
て
お
り
、と
り
わ
け
埼
玉
県
、

東
京
都
、
大
阪
府
で
は
１
２
０
０

人
以
上
の
減
少
と
な
っ
た
。な
お
、

専
攻
科
総
生
徒
数
は
外
数
で
５
９

６
８
人
だ
っ
た
。

　

令
和
２
年
度
の
私
立
中
学
校
数

は
、
開
智
望
中
等
教
育
学
校
（
茨

城
県
）、
三
育
学
院
中
学
校
（
千

葉
県
）、
軽
井
沢
風
越
学
園
（
義

務
教
育
学
校
・
長
野
県
）、
な
が

さ
き
東
そ
の
ぎ
子
ど
も
の
村
中
学

校
（
長
崎
県
）
の
４
校
が
新
設
さ

れ
、蒼
明
学
院
中
等
部
（
岡
山
県
）

　

本
連
合
会
は
、
６
月
26
日
、「
令

和
２
年
４
月
10
日
現
在
都
道
府
県

別
私
立
高
等
学
校
・
中
学
校
生
徒

数
と
前
年
度
と
の
比
較
」
を
ま
と

め
た
。
こ
の
調
査
は
、
本
連
合
会

が
都
道
府
県
私
学
協
会
の
協
力
を

得
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。

　

高
校
、
中
学
校
の
生
徒
数
に
は

そ
れ
ぞ
れ
中
等
教
育
学
校
後
期
課

程
、
同
前
期
課
程
、
義
務
教
育
学

校
の
生
徒
数
を
含
ん
で
い
る
。
な

お
、
高
校
は
全
日
制
と
定
時
制
課

程
の
数
値
を
合
わ
せ
た
も
の
で
通

信
制
課
程
は
除
い
て
い
る
。

　

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
令
和
２

年
度
の
私
立
高
校
数
は
、
日
本

ウ
ェ
ル
ネ
ス
宮
城
高
校
（
宮
城

県
）、開
智
望
中
等
教
育
学
校
（
茨

城
県
）
が
新
設
さ
れ
、
前
年
度
よ

り
２
校
多
い
１
３
４
１
校
と
な
っ

た
。
入
学
者
数
は
前
年
度
よ
り
48

人
減
少
の
34
万
５
８
５
４
人
だ
っ

た
。入
学
者
数
の
内
訳
を
見
る
と
、

４
月
10
日

現
在
で
の

生
徒
数
ま
と
ま
る

入学者

前
年
度
比
、高
校
ほ
ぼ
同
数

中
学
校
は
８
０
０
人
強
増
加

令和2年4月10日現在都道府県別私立高等学校・中学校生徒数と前年度との比較
都道
府県

高校数（校）�
(　) は全日制休
校数で内数

高校生徒数（人）
［私学協会調査］ 対前年度増減数（人） 中学校数（校）�

(　) は休校数で
内数

中学校生徒数（人）
［私学協会調査］ 対前年度増減数（人）

１学年 総生徒数 １学年 総生徒数 １学年 総生徒数 １学年 総生徒数
北海道 51 10,434 30,430 4 207 16（2） 1,057 2,982 62 77
青森 17 2,700 8,120 ▲ 108 ▲ 503 5 204 523 33 44
岩手 13 2,316 6,328 146 ▲ 118 3 85 268 ▲ 3 36
宮城 20 5,608 16,279 14 ▲ 279 8 444 1,439 ▲ 63 ▲ 50
秋田 5 764 2,184 56 ▲ 79 1（1） － － － －
山形 14 3,110 9,017 2 ▲ 91 － － － － －
福島 18（1） 3,452 10,150 ▲ 86 ▲ 106 8 220 738 ▲ 52 ▲ 44
新潟 16 4,419 12,958 ▲ 102 ▲ 38 4（1） 198 618 ▲ 16 ▲ 15
茨城 27 7,196 20,821 232 81 15 1,447 4,100 103 66
栃木 15 5,175 15,267 ▲ 1 ▲ 611 8 525 1,503 31 54
群馬 13 4,330 12,743 ▲ 150 ▲ 166 6 436 1,307 ▲ 8 2
埼玉 48 17,789 53,724 ▲ 435 ▲ 1,254 31 3,388 9,606 145 313
千葉 55 15,905 47,580 ▲ 391 ▲ 401 26（1） 3,538 10,237 74 317
神奈川 82（1） 23,836 70,560 ▲ 146 ▲ 139 67（4） 8,633 25,826 ▲ 159 ▲ 17
東京 237（4） 58,291 172,419 ▲ 904 ▲ 1,275 188（6） 26,495 76,755 581 1,752
富山 10 1,867 5,735 ▲ 129 ▲ 316 1 78 242 ▲ 21 ▲ 33
石川 10（1） 2,976 8,745 ▲ 117 ▲ 168 3（1） 121 339 4 33
福井 7（1） 2,309 6,323 245 151 4 146 407 1 13
山梨 11 2,225 6,448 7 56 8（2） 364 1,043 8 40
長野 18 3,567 10,614 29 ▲ 111 9 434 1,236 37 3
岐阜 15 3,726 11,051 86 ▲ 287 9 539 1,466 87 77
静岡 43 10,997 31,280 587 36 28（1） 1,718 5,126 ▲ 47 ▲ 32
愛知 56 20,545 60,011 366 ▲ 203 23（3） 3,432 10,059 76 115
三重 14 3,507 10,170 103 ▲ 67 10 806 2,499 ▲ 23 ▲ 46
滋賀 11 2,854 8,258 171 ▲ 26 7 563 1,601 35 ▲ 35
京都 40（1） 10,944 31,372 270 233 26（2） 2,919 8,769 ▲ 50 ▲ 14
大阪 97 31,325 91,669 21 ▲ 1,219 62 7,445 21,589 203 317
兵庫 52 11,274 33,640 ▲ 212 ▲ 809 43（6） 4,166 12,274 4 77
奈良 17 3,406 10,045 25 ▲ 323 12（1） 1,589 4,641 ▲ 8 ▲ 53
和歌山 9 1,524 4,566 ▲ 23 ▲ 134 7 743 2,232 16 12
鳥取 8 1,255 3,385 81 75 3 106 316 ▲ 4 ▲ 5
島根 10 1,338 3,878 ▲ 26 ▲ 73 3 66 232 ▲ 20 ▲ 26
岡山 24 5,597 16,268 81 ▲ 329 11 825 2,348 11 0
広島 36（1） 7,846 22,787 97 ▲ 271 29（4） 2,558 7,463 20 91
山口 20 3,407 9,757 38 ▲ 166 8 383 1,110 24 ▲ 41
徳島 3 208 725 ▲ 79 ▲ 88 2 113 396 ▲ 36 ▲ 23
香川 10 2,110 6,257 ▲ 78 ▲ 13 5（1） 304 967 ▲ 60 1
愛媛 14 2,918 8,719 ▲ 159 ▲ 170 6 534 1,555 2 ▲ 6
高知 9 1,737 5,111 44 ▲ 144 8（1） 990 3,047 ▲ 54 ▲ 71
福岡 60 17,842 51,723 158 ▲ 615 28 2,505 7,305 0 88
佐賀 9 1,978 5,704 ▲ 14 ▲ 116 6 462 1,337 ▲ 23 17
長崎 22 3,806 11,277 ▲ 108 ▲ 345 16（4） 674 1,987 ▲ 27 49
熊本 21 5,573 16,224 ▲ 2 ▲ 54 8 515 1,470 8 19
大分 14 3,024 8,574 109 ▲ 44 4 215 679 ▲ 40 ▲ 69
宮崎 15 2,967 8,604 131 ▲ 191 9 724 2,001 63 104
鹿児島 21 4,863 13,998 118 32 10 628 1,967 ▲ 78 6
沖縄 4 1,014 2,941 1 8 6 740 2,135 ▲ 20 ▲ 92
計 1,341（10） 345,854 1,014,439 ▲ 48 ▲ 10,463 800（41） 84,075 245,740 816 3,051

計のうち高校全日制生徒数 343,982 1,008,857 対前年度
0.0%減
減少都県
20

対前年度
1.0%減
減少都府県
38

計のうち中学校
生徒数 82,755 242,037 対前年度

1.0%増
減少府県
21

対前年度
1.3%増
減少府県
18

計のうち高校定時制生徒数 816 2,538 計のうち中等教育
学校（前期）、義
務教育学校生徒数

1,320 3,703計のうち中等教育学校（後期）
生徒数 1,056 3,044

注 : ⑴中等教育学校（前期・後期課程）、義務教育学校を含む。⑵通信制を除く。⑶分校を含む。⑷専攻科総生徒数は、令和２年度 5,968 人（外数）。別科
は該当校なし。⑸学校数は高校全日制・定時制併置校、中等教育学校（後期課程）はそれぞれ 1校とする。
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合
に
は
補
助
す
る
と
し
、
4
億
円

を
計
上
し
て
い
る
。
公
立
・
私
立

学
校
は
補
助
率
２
分
の
１
。
国
立

は
10
分
の
10
。

　

そ
の
ほ
か
、
学
校
の
一
斉
臨
時

休
業
の
要
請
に
伴
い
、
修
学
旅
行

（
国
内
・
海
外
）
の
中
止
や
延
期

が
生
じ
、
そ
れ
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ

ル
料
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
観
点
か
ら
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
を
条
件
に
補
助
す

る
。
予
算
額
は
６
億
円
で
、
上
限

１
万
２
０
６
０
円
の
定
額
補
助
。

　

ま
た
、
私
立
学
校
で
の
空
調
設

備
・
ト
イ
レ
等
の
整
備
支
援
に
つ

い
て
は
、
３
億
円
を
計
上
。
学
校

施
設
が
ク
ラ
ス
タ
ー
と
な
ら
な
い

よ
う
、
教
室
の
換
気
、
ト
イ
レ
の

ド
ラ
イ
化
と
い
っ
た
学
校
の
衛
生

環
境
の
改
善
を
支
援
す
る
。
対
象

は
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
中

等
教
育
学
校
・
義
務
教
育
学
校
・

特
別
支
援
学
校
等
。
補
助
率
は
３

分
の
１
。
大
学
等
で
の
遠
隔
授

業
の
環
境
構
築
支
援
に
つ
い
て

は
、
遠
隔
授
業
で
使
用
す
る
サ
ー

バ
ー
、
カ
メ
ラ
、
音
声
機
器
等
の

機
材
の
整
備
等
を
支
援
す
る
。
予

算
額
は
27
億
円
。

研
究
を
進
め
る
。
予
算
額
は
１
億

円
。

　

こ
の
令
和
２
年
度
第
１
次
補
正

予
算
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
実
現
の
た
め
の
予
算
以
外

に
、
学
校
再
開
に
向
け
た
支
援
や

私
立
学
校
に
お
け
る
空
調
設
備
・

ト
イ
レ
等
の
衛
生
環
境
の
改
善
支

援
、
大
学
等
に
お
け
る
遠
隔
授
業

の
環
境
構
築
支
援
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
学
校
再
開
に
向
け
た

支
援
事
業
で
は
、
マ
ス
ク
の
配
布

等
を
行
う
。
国
が
布
製
マ
ス
ク
を

一
括
で
買
い
上
げ
、
小
・
中
・
高

校
、
特
別
支
援
学
校
（
幼
稚
部
を

含
む
）
等
を
対
象
に
４
月
お
よ
び

５
月
以
降
に
か
け
て
児
童
生
徒
、

教
職
員
に
約
１
４
０
０
万
枚
を
計

２
回
配
布
す
る
。
補
助
率
は
10
分

の
10
。
ま
た
、
布
製
マ
ス
ク
、
清

拭
用
消
毒
液
、
手
指
用
消
毒
液
、

非
接
触
型
体
温
計
等
の
保
健
衛
生

用
品
の
購
入
に
必
要
と
な
る
経
費

を
都
道
府
県
等
に
補
助
す
る
。
公

立
・
私
立
学
校
の
補
助
率
は
２
分

の
１
。
国
立
は
10
分
の
10
。

　

特
別
支
援
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
つ
い
て
も
、
感
染
リ
ス
ク
を

低
減
す
る
取
組
等
を
実
施
す
る
場

事
業
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
１
つ

目
は
、
家
庭
学
習
の
た
め
の
通
信

機
器
の
整
備
支
援
で
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
の
整
っ
て
い
な
い
家
庭
へ
の
モ

バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
貸
与
等
、
自

治
体
が
行
う
Ｌ
Ｔ
Ｅ
通
信
環
境
整

備
を
支
援
す
る
。
対
象
は
国
公
私

立
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
等
に

通
う
年
収
４
０
０
万
円
未
満
の
世

帯
の
児
童
生
徒
で
、
予
算
額
は
１

４
７
億
円
。
補
助
額
は
国
公
立
で

は
定
額
（
上
限
１
万
円
）、
私
立

は
２
分
の
１
補
助
（
上
限
１
万

円
）。
整
備
数
は
約
１
４
７
万
台

を
想
定
し
て
い
る
。

　

２
つ
目
は
学
校
側
が
遠
隔
授
業

に
際
し
て
使
用
す
る
カ
メ
ラ
や
マ

イ
ク
な
ど
通
信
装
置
等
の
整
備
事

業
で
、
対
象
は
国
公
私
立
の
小
・

中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
等
。

予
算
額
は
６
億
円
。
補
助
率
は
公

私
立
学
校
が
２
分
の
１
、
上
限
額

は
３
・
５
万
円
。
国
立
学
校
は
定

額
（
上
限
３
・
５
万
円
）。

　

３
つ
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
た
調
査
研

究
で
、
学
校
や
家
庭
に
お
い
て
端

末
を
用
い
た
学
習
や
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
が
可
能
と
な
る
よ
う
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
導
入
に
向
け
た
調
査

　

学
校
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
、
71
億
円
を
計

上
し
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
敷
設
さ

れ
て
い
な
い
地
域
や
、
令
和
元
年

度
補
正
予
算
で
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境

の
整
備
費
用
が
計
上
さ
れ
な
か
っ

た
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を

整
備
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
公
立

学
校
の
み
。

　

こ
の
ほ
か
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
事
業
（
予
算

額
１
０
５
億
円
）
も
あ
り
、
急
速

な
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
自
治

体
や
学
校
法
人
等
を
支
援
す
る
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
係
企
業
Ｏ
Ｂ
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
者
の
配
置
経
費
を
支

援
す
る
。対
象
は
国
公
私
立
の
小
・

中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
等
で
、

補
助
額
は
国
立
が
定
額
、
公
私
立

学
校
は
２
分
の
１
補
助
。

　

家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
３
つ
の

学
習
環
境
の
整
備
等
を
進
め
る
。

今
回
の
補
正
予
算
に
よ
り
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
令
和
２
年
度

末
ま
で
に
実
現
す
る
予
定
。

　

Ｐ
Ｃ
端
末
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
で
小

学
校
５
、
６
年
生
、
中
学
１
年
生

に
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
残
り

の
学
年
に
は
令
和
２
年
度
第
１
次

補
正
予
算
で
措
置
す
る
。
補
助
額

は
国
公
立
学
校
に
関
し
て
は
定
額

（
上
限
４
・
５
万
円
／
１
台
）、
私

立
学
校
に
つ
い
て
は
２
分
の
１
補

助
（
補
助
の
上
限
額
は
４
・
５
万

円
／
１
台
）。
端
末
整
備
に
か
か

る
予
算
は
１
９
５
１
億
円
。ま
た
、

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
端
末
を

操
作
す
る
際
に
必
要
と
な
る
入
出

力
支
援
装
置
の
整
備
に
11
億
円
を

計
上
し
た
。私
立
の
場
合
、小
・
中
・

特
別
支
援
学
校
等
が
対
象
で
、
補

助
率
は
２
分
の
１
。

　

政
府
は
４
月
７
日
、「
緊
急
事

態
宣
言
」
を
発
出
、
感
染
拡
大
阻

止
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
い
姿
勢

で
臨
む
こ
と
を
打
ち
出
し
、同
日
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
」、
令
和
２
年
度

第
一
次
補
正
予
算
案
を
閣
議
決
定

し
た
。し
か
し
そ
の
後
、所
得
が
大

幅
に
減
少
し
た
世
帯
へ
の
給
付
額

や
対
象
が
見
直
さ
れ
、４
月
20
日
、

令
和
２
年
度
補
正
予
算
案
が
修
正

さ
れ
２
度
目
の
閣
議
決
定
と
な
っ

た
。
同
30
日
に
成
立
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
文
部
科
学
省
の
補
正

予
算
額
は
２
７
６
３
億
円
。
そ
の

約
83
％
に
当
た
る
２
２
９
２
億
円

が
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
実
現

の
た
め
の
予
算
。
同
構
想
で
は
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に

１
人
１
台
の
Ｐ
Ｃ
端
末
を
整
備
す

る
ほ
か
、
学
校
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
や
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

令
和
２
年
度
第
１
次
補
正
予
算
決
ま
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
早
期
実
現
等
に

２
７
６
３
億
円
を
計
上

学
校
再
開
に
向
け
た
支
援
事
業
も
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車
す
る
幼
児
児
童
生
徒
の
少
人
数

化
を
図
る
取
り
組
み
（
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
増
便
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
等
の
借
り
上
げ
な
ど
）
や
、

医
療
的
ケ
ア
児
等
が
罹
患
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

借
り
上
げ
な
ど
。
予
算
総
額
は

16
億
円
だ
が
私
学
分
は
３
千
万

円
。
こ
れ
は
私
立
の
学
校
数
に
基

づ
く
配
分
。補
助
率
は
２
分
の
１
。

　

そ
の
ほ
か
私
立
高
等
学
校
等
の

学
校
再
開
に
伴
う
学
習
指
導
員
等

の
追
加
配
置
支
援
と
し
て
８
億
円

を
計
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
私
立

高
等
学
校
等
が
、
学
習
指
導
員
等

を
追
加
配
置
し
て
臨
時
休
校
期
間

中
の
未
指
導
分
の
補
習
等
を
実
施

し
、
か
つ
そ
の
経
費
を
都
道
府
県

が
助
成
す
る
場
合
に
、
国
が
そ
の

助
成
額
の
一
部
を
補
助
す
る
と
い

う
も
の
。
支
援
に
当
た
っ
て
は
、

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成

費
補
助
金
」
制
度
を
利
用
す
る
。

対
象
と
な
る
学
校
種
は
私
立
の
小

学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、

高
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支

援
学
校
。
補
助
率
は
都
道
府
県
補

助
額
の
２
分
の
１
以
内
、
た
だ
し

１
校
当
た
り
50
万
円
が
補
助
上
限

額
。

費
を
支
援
す
る
。
支
援
の
対
象
と

な
る
の
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗

庭
と
学
校
と
の
連
絡
体
制
の
強
化

に
必
要
な
経
費
、
空
き
教
室
等
で

中
学
校
、
高
校
、
特
別
支
援
学
校

等
。
補
助
額
は
、
下
表
の
配
分

額
（
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

の
上
限
額
）
も
し
く
は
実
際
に
要

し
た
経
費
の
う
ち
低
い
方
を
定
額

（
10
分
の
10
）
補
助
す
る
。

　

支
援
の
対
象
経
費
の
う
ち
、
感

染
症
対
策
に
関
す
る
も
の
は
、
消

毒
液
や
非
接
触
型
体
温
計
等
の

保
健
衛
生
用
品
の
追
加
購
入
経

費
、
集
団
で
の
検
温
を
可
能
と
す

る
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
教
室
で

の
換
気
を
徹
底
す
る
た
め
の
サ
ー

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
の
購
入
経
費
、

従
来
の
夏
季
休
業
期
間
中
に
学
校

給
食
を
実
施
す
る
場
合
の
必
要
経

費
な
ど
。

　

一
方
、
子
供
た
ち
の
学
習
保
障

の
取
り
組
み
に
関
す
る
も
の
は
、

家
庭
学
習
用
教
材
の
購
入
費
な
ど

児
童
生
徒
の
学
び
に
必
要
な
経

費
、
学
校
電
話
機
の
増
設
な
ど
家

は
都
道
府
県
補
助
額
の
２
分
の
１

以
内
。

　

ま
た
学
校
再
開
に
伴
う
児
童
生

徒
等
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に

７
６
１
億
円
を
計
上
し
、
以
下
の

４
つ
事
業
を
行
う
。
事
業
の
内
訳

は
、
①
学
習
保
障
に
必
要
な
人
的

体
制
の
強
化
（
予
算
額
３
１
０
億

円
）、
②
学
校
再
開
に
伴
う
感
染

症
対
策
・
学
習
保
障
等
に
要
す
る

経
費
の
支
援
（
同
４
０
５
億
円
）、

③
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
感
染
症
対
策
支
援

（
同
16
億
円
）、
④
幼
稚
園
に
お
け

る
感
染
拡
大
防
止
支
援
（
同
30
億

円
）。
こ
の
う
ち
私
立
中
学
高
校

に
関
係
す
る
の
は
②
と
③
。

　

②
の
経
費
の
支
援
で
は
、
学
校

再
開
に
伴
う
感
染
症
対
策
お
よ
び

子
供
た
ち
の
学
習
保
障
の
取
り
組

み
に
要
す
る
経
費
を
支
援
す
る
。

対
象
と
な
る
学
校
種
は
小
学
校
、

　

政
府
の
令
和
２
年
度
第
２
次
補

正
予
算
が
６
月
12
日
に
成
立
し

た
。
こ
の
う
ち
私
立
中
学
高
等
学

校
に
関
係
す
る
主
な
事
業
を
見
る

と
―
。

　

家
計
が
急
変
し
た
世
帯
へ
の

授
業
料
減
免
支
援
事
業
で
は
８
・

６
億
円
を
計
上
。
こ
れ
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

家
計
が
急
変
し
、
私
立
高
等
学
校

等
へ
の
授
業
料
納
付
が
困
難
と

な
っ
た
世
帯
を
対
象
と
し
た
も

の
。
納
付
先
の
私
立
高
等
学
校
等

が
家
計
の
急
変
し
た
世
帯
に
授
業

料
減
免
措
置
を
行
い
、
さ
ら
に
都

道
府
県
が
そ
の
減
免
額
に
対
し
て

助
成
を
行
う
場
合
に
、
国
が
都
道

府
県
に
そ
の
助
成
額
の
一
部
を
補

助
す
る
。補
助
対
象
の
学
校
種
は
、

私
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務

教
育
学
校
、
高
校
、
中
等
教
育
学

校
、
特
別
支
援
学
校
で
、
補
助
率

授
業
を
実
施
す

る
場
合
に
必
要

と
な
る
電
子
黒

板
な
ど
備
品
等

の
購
入
経
費
な

ど
。
た
だ
し
、

工
事
を
要
す
る

取
組
経
費
は
補

助
金
の
対
象

外
。
ま
た
、
同

支
援
へ
の
申
請

は
７
月
初
め
に

締
め
切
ら
れ
る

予
定
。

　

③
の
特
別
支

援
学
校
に
お
け

る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
感
染
症
対

策
支
援
で
は
、

特
別
支
援
学
校

の
児
童
生
徒
ら

が
利
用
す
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に

つ
い
て
感
染
リ

ス
ク
の
低
減
を

図
る
取
り
組
み

を
実
施
す
る
場

合
に
、
そ
の
経

令
和
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
も
決
定

学
校
再
開

に
伴
う

感
染
症
対
策
で
定
額
補
助

学
習
指
導
員
追
加
配
置
に
も
補
助

学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援経費

区分

小学校／中学校 高等学校

小規模
1-300 人

中規模
301-500 人

大規模
501 人以上

小規模
1-400 人

中規模
401-700 人

大規模
701 人以上

全国 50万円 75万円 100 万円 100 万円 125 万円 150 万円

加算地域（※） 100 万円 150 万円 200 万円 150 万円 200 万円 250 万円

※北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、大阪府、兵庫県
補助率：�私立については、補助対象経費の 1/2 として定められた上記の配分額もしくは、実際に要した経費の低

い方を定額（10/10）補助
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部
活
動
、
休
み
時
間
な
ど
具
体
的

な
場
面
ご
と
の
対
策
を
明
示
。
感

染
が
広
が
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
も
説
明
し
て
お
り
、
学
校
設

置
者
は
都
道
府
県
等
の
衛
生
主
管

部
局
と
連
携
し
て
地
域
の
感
染
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
や
、
学
校
で

感
染
者
等
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
、
臨
時
休
業
に
あ
た
っ
て
の
考

え
方
等
を
説
明
し
て
い
る
。

高
校
入
試
等
の
実
施
日
程
に
つ
い

て
も
触
れ
て
お
り
、
現
段
階
で
は

例
年
と
同
時
期
の
実
施
は
差
し
支

え
な
い
が
、
他
県
か
ら
の
入
学
志

願
者
を
含
め
特
定
の
志
願
者
が
不

利
に
な
ら
な
い
よ
う
適
切
な
工
夫

を
要
請
し
て
い
る
。

予
想
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
移
行
期

に
教
育
等
の
実
務
を
担
う
自
治
体

の
負
担
が
増
え
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。

　

な
お
就
学
年
齢
は
後
倒
し
し
な

い
こ
と
を
基
本
に
考
え
る
べ
き
だ

と
し
て
い
る
。今
後
に
向
け
て
は
、

党
内
の
し
か
る
べ
き
場
で
秋
季
入

学
制
度
を
含
め
た
教
育
改
革
に
つ

い
て
幅
広
く
検
討
す
べ
き
だ
と
し

て
い
る
。

で
の
導
入
」
は
、
学
齢
区
分
の
変

更
、就
学
年
齢
を
前
倒
す
か
・
後
倒

す
か
、
義
務
教
育
期
間
を
伸
ば
す

か
、
移
行
期
間
を
何
年
と
す
る
か

等
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
秋
季
入
学
制
度
へ
の
課

題
と
し
て
は
、
卒
業
時
期
の
移
行

や
人
数
が
増
加
す
る
学
年
へ
の
対

応
が
必
要
と
な
り
、教
員
や
職
員
、

ス
ペ
ー
ス
等
が
不
足
す
る
事
態
が

に
過
ご
す
恐
れ
が
あ
り
、
就
職
慣

行
や
公
的
資
格
試
験
等
の
仕
組
み

を
変
更
す
る
必
要
も
あ
る
と
し
て

い
る
。
一
方
、「
全
て
の
学
校
種

み
導
入
」「
全
て
の
学
校
種
で
導

入
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン

が
考
え
ら
れ
る
と
し
、「
大
学
の

み
導
入
」
は
制
度
変
更
が
少
な
い

に
対
し
て
、
総
理
の
下
の
会
議
体

で
各
省
庁
が
一
体
と
な
っ
て
、
広

く
国
民
の
声
を
聴
き
つ
つ
検
討
す

べ
き
だ
と
提
言
し
て
い
る
。

　

自
由
民
主
党
の
政
務
調
査
会
秋

季
入
学
制
度
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
は
６
月
２
日
、
学
校
休
業

に
伴
う
学
び
の
保
障
と
秋
季
入
学

制
度
に
関
す
る
検
討
結
果
を
公
表

し
た
。

　

こ
の
う
ち
秋
季
入
学
制
度
に
つ

い
て
は
、
国
民
的
合
意
や
そ
の
実

施
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
た

た
め
移
行
が
比
較
的
容
易
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
指
摘
。
た
だ
し

大
学
卒
業
が
約
半
年
遅
く
な
り
、

ギ
ャ
ッ
プ
タ
ー
ム
を
若
者
が
無
為

　

そ
の
上
で
、
秋
季
入
学
制
度

を
導
入
す
る
際
に
は
、「
大
学
の

め
、今
年
度
・
来
年
度
の
よ
う
な
直

近
の
導
入
は
困
難
だ
と
し
、
政
府

で
は
試
験
会
場
等
に
お
け
る
感
染

症
対
策
、
試
験
実
施
が
困
難
な
場

合
の
対
応
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
い
る
ほ
か
、
追
検
査
等
の
実
施

な
ど
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、

　

文
部
科
学
省
は
６
月
22
日
付
で

各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
等

に
令
和
３
年
度
高
等
学
校
入
学
者

選
抜
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
留

意
事
項
を
通
知
し
た
。
こ
の
通
知

　

一
方
、後
者
の
「
学
び
の
保
障
」

総
合
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
効

果
的
な
学
習
保
障
の
た
め
の
学
習

指
導
の
考
え
方
を
示
す
と
と
も

に
、
国
が
実
施
す
る
人
的
・
物
的

支
援
策
等
を
紹
介
し
て
い
る
。

内
容
等
を
示
し
て
い
る
。
対
策
内

容
に
つ
い
て
は
、
集
団
感
染
の
リ

ス
ク
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
授
業
や

軟
な
取
り
扱
い
も
可
能
と
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
分
散
登
校
日
を
設

定
す
る
場
合
の
出
欠
の
取
り
扱

い
、
授
業
料
等
や
修
学
支
援
等
の

取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る
。

に
つ
い
て
、
そ
の
考
え
方
や
対
策

は
、
指
導
要
録
上
、「
出
席
停
止
・

忌
引
き
等
の
日
数
」
と
し
て
記
録

し
、
欠
席
と
は
し
な
い
な
ど
の
柔

　

文
部
科
学
省
は
６
月
16
日
、「
学

校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
～
『
学
校
の
新
し

い
生
活
様
式
』
～
（2020.6.16.

Ver.2

）」
を
公
表
し
た
。
こ
の
時

点
で
の
最
新
の
知
見
に
基
づ
き
作

成
し
た
も
の
。
学
校
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

障
」
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
と

そ
の
た
め
の
支
援
施
策
を
ま
と
め

た
も
の
。

　

こ
の
う
ち
前
者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
感
染
者
等
が
発
生
し
た

場
合
や
児
童
生
徒
等
の
出
席
等
に

関
す
る
対
応
を
取
り
上
げ
て
お

り
、
児
童
生
徒
等
に
発
熱
等
の
風

邪
の
症
状
が
見
ら
れ
る
と
き
、
同

居
の
家
族
に
発
熱
等
の
風
邪
の
症

状
が
見
ら
れ
る
と
き
、
ま
た
保
護

者
か
ら
感
染
が
不
安
で
休
ま
せ
た

い
と
の
相
談
が
あ
っ
た
児
童
生
徒

に
つ
い
て
は
、
校
長
が
合
理
的
な

理
由
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に

　

文
部
科
学
省
は
６
月
５
日
、
藤

原
誠
事
務
次
官
名
で
各
都
道
府
県

知
事
や
教
育
委
員
会
教
育
長
等
に

宛
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
し
た
持
続
的
な
学
校

運
営
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
児
童
生
徒
の
「
学
び

の
保
障
」
総
合
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
つ
い
て
通
知
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
同
省
が
状
況

等
に
応
じ
て
発
出
し
て
き
た
臨
時

休
校
や
学
校
再
開
に
関
す
る
通
知

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
総
合

対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
「
学
び
の
保

コ
ロ
ナ

対
応
で

の
た
め
の

学
校
運
営　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通
知

感
染
症
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
公
表

自
由
民
主
党
政
調
秋
季
入
学
制
度
検
討
Ｗ
Ｔ
が
検
討
結
果
公
表

直
近
の
導
入
は
困
難
、
幅
広
く
検
討
を

３
年
度
高
校
入
学
者
選
抜
で
留
意
事
項
通
知
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ま
た
「
通
信
制
高
等
学
校
の
質

の
確
保
・
向
上
に
関
す
る
調
査
研

究
協
力
者
会
議
」
で
は
６
月
23
日

に
第
４
回
会
議
を
開
き
、
通
信
制

高
校
の
質
の
確
保
・
向
上
の
た
め

の
論
点
整
理
を
議
論
。
次
回
の
第

５
回
で
質
向
上
策
等
を
取
り
ま
と

め
る
予
定
で
、
そ
れ
以
降
は
新
し

い
時
代
の
高
校
通
信
教
育
課
程
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

を
開
き
、
同
特
別
部
会
に
報
告
す

る
予
定
の
「
新
時
代
に
対
応
し
た

高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
」（
論

点
整
理
案
の
イ
メ
ー
ジ
）
に
つ
い

て
検
討
。
同
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
各

高
校
に
入
学
者
受
入
れ
、
教
育
課

程
、
卒
業
認
定
に
関
す
る
３
つ
の

ポ
リ
シ
ー
の
策
定
を
求
め
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
。
次
回
、「
論
点

整
理
」
を
ま
と
め
る
予
定
。

き
だ
」
な
ど
厳
し
い
意
見
も
聞
か

れ
た
。

　

遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
６
月
18
日
の

第
10
回
特
別
部
会
に
お
い
て
も
議

論
が
進
め
ら
れ
た
。
同
部
会
で
は

中
間
ま
と
め
を
作
成
し
、
今
年
度

中
に
答
申
を
出
す
予
定
。

　

一
方
、
高
校
学
校
在
り
方
Ｗ
Ｇ

で
は
、
６
月
２
日
に
第
８
回
会
議

員
か
ら
は
、「
通
学
の
意
義
が
な

い
か
の
よ
う
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の

教
育
は
い
か
が
か
」「
学
校
が
ど

の
く
ら
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る

体
制
な
の
か
文
科
省
は
把
握
す
べ

　

大
学
入
試
改
革
に
つ
い
て
は
、

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る

英
語
の
民
間
試
験
の
活
用
延
期

や
、
記
述
式
問
題
の
導
入
見
送
り

を
受
け
て
、
今
年
に
入
り
「
大
学

入
試
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会

議
」
が
設
置
さ
れ
、
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
同
会
議
は
１
月
15

日
に
初
会
合
を
開
い
て
以
降
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
を
含
め
て
６
月
26
日
ま

で
に
10
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

前
半
は
急
転
直
下
の
見
直
し
と

な
っ
た
経
緯
の
説
明
や
委
員
に
よ

る
意
見
発
表
等
が
行
わ
れ
、
第
７

回
会
議
（
５
月
14
日
開
催
）
以
降

は
、
外
部
有
識
者
・
団
体
か
ら
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
中
心
と
な
っ
た
。

　

第
７
回
会
議
で
は
現
役
の
公
立

高
校
３
年
生
、
学
識
経
験
者
、
私

大
学
長
等
が
、
第
８
回
で
は
英
語

が
専
門
の
大
学
教
員
や
受
験
産
業

の
関
係
者
等
が
意
見
を
述
べ
て
い

る
。
第
９
回
で
は
障
害
の
あ
る
受

験
生
へ
の
配
慮
に
関
し
て
専
門
の

研
究
者
や
自
身
も
障
害
の
あ
る
支

援
団
体
代
表
、
そ
の
ほ
か
受
験
産

業
関
係
者
、
複
数
の
公
立
高
校
の

教
諭
、
大
学
長
、
大
学
生
か
ら
も

意
見
を
聴
取
。

　

第
10
回
で
は
私
立
大
学
生
、
公

立
高
校
２
年
生
等
か
ら
意
見
を
聴

い
た
ほ
か
、
諸
外
国
の
大
学
入
試

に
関
し
て
大
学
の
研
究
者
か
ら
意

見
を
聴
取
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
４
回
に
わ
た
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
意
見
が

出
さ
れ
た
が
、
英
語
で
の
民
間
試

験
の
活
用
に
つ
い
て
は
課
題
が
山

積
し
て
お
り
早
急
な
導
入
に
は
無

理
が
あ
っ
た
と
の
意
見
が
数
多
く

聞
か
れ
、
記
述
式
問
題
の
導
入
に

関
し
て
は
、
共
通
テ
ス
ト
で
は
な

く
、
大
学
の
個
別
試
験
で
行
っ
た

方
が
い
い
と
の
意
見
が
複
数
の
発

表
者
か
ら
聞
か
れ
た
。

　

な
お
、
大
学
入
学
者
選
抜
に
お

け
る
英
語
４
技
能
評
価
及
び
記
述

式
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
６
回
会

議
に
お
い
て
、
今
後
、
実
態
調
査

を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
に
関
し
て
は
、
評

価
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
、「
英

語
４
技
能
評
価
を
共
通
テ
ス
ト
の

枠
組
み
で
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
試

験
問
題
の
作
成
は
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
が
一
括
し
て
行
う
べ
き
」
と

の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

本
連
合
会
で
は
、
新
学
習
指
導

要
領
下
で
の
最
初
の
入
試
に
お
い

て
英
語
４
技
能
試
験
を
導
入
す
る

こ
と
、
英
語
２
技
能
は
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
で
は
実
施
し
な
い
こ

と
な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

「
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
の
段
階
」
と
、

感
染
症
が
収
束
し
た
「
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
段
階
」
に
分
け
て
検
討
し

て
い
る
。

　

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
の
段
階
で

は
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
休
業
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
早
期
整
備
を
進
め
、
教
師

に
よ
る
対
面
指
導
と
遠
隔
・
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
と
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
新
し
い
教
育
様
式
を
実
践
す

る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
段
階
で
は
、
学
習
履
歴

（
ス
タ
デ
ィ
・
ロ
グ
）
を
活
用
し

た
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を
実

現
す
る
こ
と
で
、
き
め
細
か
な
指

導
を
充
実
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
校
に
お
け
る
遠
隔
授
業

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
単
位
数
の

算
定
、
対
面
に
よ
り
行
う
授
業
の

実
施
な
ど
の
要
件
を
見
直
し
、
対

面
指
導
と
遠
隔
授
業
を
融
合
さ
せ

た
柔
軟
な
授
業
方
法
を
可
能
と
す

る
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
文
科
省
の
説
明
に
委

　

新
時
代
に
対
応
し
た
高
校
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
は
、
中
央
教
育

審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
の

下
に
置
か
れ
て
い
る
「
新
し
い
時

代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
特

別
部
会
」、
同
特
別
部
会
の
下
に

置
か
れ
て
い
る
「
新
し
い
時
代
の

高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
ほ
か
、「
通

信
制
高
等
学
校
の
質
の
確
保
・
向

上
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会

議
」
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

６
月
11
日
の
第
９
回
新
し
い
時

代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
特

別
部
会
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
踏
ま
え
た
、
初

等
中
等
教
育
に
お
け
る
こ
れ
か
ら

の
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
等
の

在
り
方
」
と
題
し
た
資
料
が
配
布

さ
れ
、
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。
同

資
料
は
、
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
等
に
対
す
る
文
部
科
学
省
の
基

本
的
な
考
え
方
、
必
要
な
取
り
組

み
等
を
示
し
た
も
の
で
、
必
要
な

取
り
組
み
を
感
染
症
の
収
束
前
の

新
時
代
の
高
校
教
育　

検
討

コ
ロ
ナ
対
応

を
含
め
て

の
在
り
方

受
験
産
業
、高
校
教
諭
、高
校
生
ら
幅
広
く

通
信
制
の
質
向
上
策
も
策
定
へ

大
学
入
試
の
あ
り
方
会
議
が
意
見
聴
取
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研
修
会
の
開
催
状
況
お
よ
び
対

応
方
針
は
、
随
時
研

究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
頂
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年

度
の
研
修
会
に
つ
い
て
は
以
下
の

と
お
り
対
応
す
る
。

①
実
施
の
３
ヵ
月
前
を
目
途
に
開

催
可
否
を
決
定
す
る
。

②
状
況
次
第
で
参
加
者
募
集
開
始

後
に
「
延
期
」
ま
た
は
「
中
止
」

す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
実
施
の
概

ね
２
週
間
前
に
決
定
す
る
。

③
研
修
会
実
施
に
当
た
っ
て
は
以

下
の
感
染
拡
大
対
策
を
取
る
。

・
受
付
時
の
参
加
者
の
検
温
、
手

指
消
毒
、
会
場
・
備
品
の
消
毒
・

換
気
、座
席
間
隔
の
確
保（「
３
密
」

回
避
）

・
講
師
・
運
営
関
係
者
の
マ
ス
ク

や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用

・
参
加
者
は
マ
ス
ク
着
用
、
体
調

不
良
者
は
参
加
を
断
る
場
合
有

④
今
後
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ

て
は
、会
期
の
短
縮
、講
師
等
の
変

更
、
参
加
者
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

の
内
容
変
更
、
受
入
れ
人
数
の
調

整
等
の
見
直
し
を
行
う
場
合
有
。

保
険
労
務
士
に
よ
る
学
校
の
働
き

方
改
革
に
関
す
る
講
演
、ICT

活

用
に
よ
る
校
務
省
力
化
に
つ
い
て

の
実
践
発
表
、
参
加
者
に
よ
る
研

究
討
議
、
情
報
交
換
会
を
行
う
。

７
月
募
集
開
始
予
定
。

○
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
会

　

10
月
12
・
13
日
、
福
岡
県
福
岡

市
・
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
に
お
い
て

開
催
す
る
。
講
演
や
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
、学
校
視
察
等
を
実
施
す
る
。

８
月
頃
募
集
開
始
予
定
。

○
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育

　（
グ
ロ
ー
バ
ル
・ICT

活
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
部
会

　

12
月
４
日
、東
京
都
千
代
田
区
・

私
学
教
育
」。
鈴
木
典
比
古
・
公

立
大
学
法
人
国
際
教
養
大
学
理
事

長
・
学
長
に
よ
る
記
念
講
演
「
２

５
０
０
年
を
越
え
る
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
―
『
個
』
の
確
立
と

私
学
の
使
命
―
」
の
ほ
か
、
私
学

経
営
、
教
育
課
程
、
特
色
教
育
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
４
部
会
を
実

施
す
る
。
７
月
募
集
開
始
予
定
。

○
法
人
管
理
事
務
運
営
部
会

　

11
月
27
日
、東
京
都
墨
田
区
・

KFC Hall&Room
s

に
お
い
て
開

催
す
る
。
テ
ー
マ
は
「
働
き
方
改

革
と
持
続
可
能
な
組
織
運
営
を
考

え
る
～
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見

据
え
て
～
」。
新
聞
記
者
、
社
会

　

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
第
17
回
理
事
会
を
定
款

第
41
条
（
決
議
の
省
略
）
の
み
な

し
理
事
会
と
し
て
開
催
し
た
。
同

会
議
で
は
、
令
和
元
年
度
事
業
報

告
案
、
同
決
算
報
告
案
、
役
員
候

補
者
選
出
に
つ
い
て
審
議
し
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
（
令
和
２
年
５

月
27
日
付
け
）。

　

ま
た
、
６
月
26
日
、
東
京
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷（
私
学
会
館
）

に
お
い
て
、
第
９
回
評
議
員
会
を

開
催
し
た
。
同
会
議
で
は
、
第
17

回
理
事
会
で
の
承
認
事
項
（
令
和

元
年
度
事
業
報
告
、同
決
算
報
告
）

が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
令
和

元
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
正
味

財
産
増
減
計
算
書
並
び
に
役
員
及

び
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議

し
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
そ
の
後
の
み
な
し
理
事

会
で
理
事
長
に
吉
田
晋
氏
を
、
副

理
事
長
に
平
方
邦
行
氏
及
び
山
中

幸
平
氏
を
、
所
長
に
中
川
武
夫
氏

を
選
定
（
再
任
）
し
た
。

○
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
大
会

　

10
月
22
・
23
日
、
秋
田
県
秋
田

市
・
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
す
る
。テ
ー
マ
は「
新

し
い
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
踏
ま
え
、
左
記
の
研
修
会
が

中
止
ま
た
は
延
期
と
な
っ
て
い

る
。
最
新
の
情
報
は
研
究
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
き
た

い
。

日
私
教
研
だ
よ
り

第
17
回
理
事
会
・
第
９
回

評

議

員

会

開

催

令
和
２
年
度
秋
季
・
冬
季

研
修
会
等
案
内

令
和
２
年
度
実
施

研
修
会
対
応
方
針

研
修
会
開
催
状
況

会�場 必修領域 選択必修領域

夏季 東日本会場 9月 20日 9月 19日

冬季
東日本会場 令和3年1月6日 令和3年1月5日

西日本会場 12月 26日 12月 25日

◆必修領域「私立学校教員のための教育の最新事情」
◆選択必修領域「私立学校のカリキュラム・マネジメント」
※上記講習はすべてオンライン講習とする。
　詳細は随時研究所ホームページ等に掲載予定。

令和２年度 研修会開催状況
( 中止または延期・８月まで )

会議・研修会名 ＜開催地＞ 会期
【中止】

初
　
任
　
者
　
研
　
修
　
地
　
区
　
研
　
修
　
会

関東地区千葉県�＜千葉県千葉市＞ ６月２～４日
北関東地区�＜群馬県渋川市＞ ６月17～19日
九州地区�＜宮崎県宮崎市＞ ６月24～26日
関東地区埼玉県�＜埼玉県さいたま市＞ ７月22～24日
小学校 ( 東日本地区 )�＜千葉県船橋市＞ ７月27～29日
小学校 ( 西日本地区 )�＜大阪府大阪市＞ ７月29～31日
東北地区�＜山形県山形市＞ ７月29～31日
北海道地区�＜北海道札幌市＞ ７月30～31日
中国・四国地区�＜愛媛県松山市＞ ８月３～５日
中部地区静岡・山梨県�＜静岡県静岡市＞ ８月５～６日
北陸地区�＜富山県富山市＞ ８月５～７日
近畿地区�＜大阪府大阪市＞ ８月17～18日
関東地区神奈川県�＜神奈川県横浜市＞ ８月18～19日
関東地区東京都�＜千葉県木更津市＞ ８月19～21日
中京地区�＜愛知県名古屋市外＞ ８月19～21日

教員免許状更新講習 夏季･西日本会場
＜兵庫県神戸市＞ ７月11・12日

【下期に延期】
私学経営研修会 ＜未定＞ 令和３年

２月頃教育課程部会 ＜神奈川県横浜市＞

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て

開
催
す
る
。９
月
募
集
開
始
予
定
。

○
若
手
教
員
（
初
任
者
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
研
修
会

○
中
堅
教
員
研
修
会

　

そ
れ
ぞ
れ
東
日
本
会
場
は
10
月

９
・
10
日
、東
京
都
千
代
田
区
・
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
お
い
て
、

西
日
本
会
場
は
10
月
16
・
17
日
、

兵
庫
県
神
戸
市
・
ス
ペ
ー
ス
ア
ル

フ
ァ
三
宮
に
お
い
て
開
催
す
る
。

○
教
員
免
許
状
更
新
講
習

　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
と
し
て
実
施

す
る
。


